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みんなで参加しよう

片瀬山隋策副II練

日時 :2022年 (令和4年)'1月 20日 (日 )

午前 9時 ① 安否確認訓鎌(各自治会)

午前 10時 ② 賄資訓練 :片瀬中学校
① 安否確認耐練
各自治会単位で実施します自治会役員、  1/
自主防災部長などの指示で行動します
(安否確認については裏面をご覧ください)

②防災口1練

起腱車で大地震震度7の揺れ体験

建物火災の濃煙の中での避難体験など

親子防災クイズを行います

防災について話し合いましょう

楽しい訓練で防災力を高めましょう :

≪鼈魃熔躙鍼蟷隋蝙鮨膨腋辣熙蝙鑽蒻扮
。マスク着用、λ明口ての榛温、アrLコール消毒むこ
新型ウイrLス感染賄上にご協力ください。

・アリー十勝常時換気を行い春す、賄寒養、上胴きをご用意願い春す

賄資訓練て会い春しょう
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なぜ書否確認なの力1

賽否確認Iき震策などの「大策害萱量上塑宣墜塁重塵m_ために、

地域住民が行う重喜な行動

“

。

発策後に自治会役員・近隣ネットメンバーだけでなく地域住民

が、自らの安全を確保した後に、自主的におこなう行動こなιl

ます。

その目的Iき、地域住民の中で、救助や援助を,1,要としている

家・人をいち早く見つけ出すここにあιlます。

大きな薇害がなく、身の安全が確保できた住民Iき

「私たち家族Iき大贅夫、早く助けが必要な家に向かって r」 こ

いう意味で、
「安全です」というしろしの、タオ′じや布切れを門や玄開ドアの

目立つここうにつI寸ます。(しろしのない家:き救助酬 象にな‖夕刺

片瀬山の場合、豊全墜LttLIオ各丁目の自治会ごこに決きってい

夕現 自分たちの自治会の書否確認方法を確認しましょう。

儡隧膨蠅鮨颯蟷鰤蛉輪綺量鬱晰瞼茫靡嬌勒影膵躊漑鰊
鰊謬褥辣鱚隋魏櫃倅

安薔罐鼈琲1膜鶉曖

この家Iき無

事だわ

門に白い

タオ′Lが結

んであるよ

備えあれば憲いなし。災害に備えることは、

皆さんの命を守ることに直結します。

1固人だけでは限界があります。地1或の皆さんが

共に防災・減災への取り組むことで

地上或の防災力がアップします。
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